
組立て前に必ずよくお読み下さい。

ご準備頂くもの
・プラス(＋)ドライバー
・はさみ、またはカッターナイフ
・少し大きめのダンボール、またはやわらかい布(タオルや布団等)
　

次の部品や小物を使用する場合は、必ず下記の要領を守って正しく組立てて下さい。

○ボンド・ダボ（接着について）

このボンドマークがあるところでは、
下記のようにボンドを使用します。

ダボ穴にボンドを垂らし、

ダボをその上から
差し込む。

ダボに直接ボンドを垂らし、

穴の部分をかぶせて取り付ける。

※ 組み立て時の注意

・ 安全に組み立てるために2人以上での組立をお勧めします。

・ 組み立ては平らな場所で、床などに傷がつかないようにダンボールや柔らかい布等を敷いて行ってください。

・ 最初はゆるめに組んでおき、最後に全体のバランスを見ながらしっかりとネジを締めてください。

・ 部品は正確に取り付けてください。

ガラスキャビネット
DS60-GD

kc530



専用ネジ ｘ4

※プレート

※ガード

※キャップ

※キャップ

※ガード

※ガード

専用ネジ ｘ2
専用ネジ ｘ4 専用ネジ ｘ8

①左側板 x1 ②右側板 x1 ③天板 x1 ④地板 x1 ⑤固定棚 x1 ⑥背板 x2 ⑦ガラス戸 x2

⑧可動棚 x2 Ⓐネジ x8 Ⓑ棚ダボ x8 Ⓒマグネット　x1 Ⓓマグネット受け　x2 Ⓔガラスヒンジ 左右x各2 Ⓕボンド x1

Ⓖ連結用木ダボ x1 Ⓚ背板ストッパー　x8Ⓗネジ隠しシール　x6 Ⓘ転倒防止用プレートx1 Ⓙ連結用プレート x1

※折り畳まれて入っていますので
　シールをはがさずに開いて
　お使い下さい。

※Ｉ 転倒防止プレート、Ｊ 連結用プレートはシリーズ商品を
　2台連結する際にご利用いただけます。



⑦ガラス戸上部に先にⒺガラスヒンジを取り付けておきます。
続けて、④地板に下部用のⒺガラスヒンジを取り付け、
ガラス戸を上から本体に差込み、下側を下部用のⒺガラスヒンジに
すべり込ませます。
ガラス戸の端面がヒンジの端面まで入り、本体側板とガラス戸が
平行になった所で、下部のガラスヒンジをネジ止めします。
続けてⒽネジ隠しシールを貼っていきます。

④ ④ ④

⑦

⑦

※ヒンジの取付方法

キャップを本体に差込み、ヒンジをそこに取り付けます。
ヒンジのネジとガラス戸の間にガードをかまし、ガラス戸を
差し入れ、ネジを回して固定します。
この時、ネジを強く回しすぎるとガラスを痛めてしまう可能性が
あるのでご注意下さい。

1. 2. 3.

③天板の裏面にⒸマグネットを図のように
取り付けます。
また.⑦ガラス戸にはⒹマグネット受けを取り付けます。

①左側板と②右側板と⑤固定棚をⒶネジで
図のように組み合わせます。

続けて、⑥背板を開いて本体に差し入れ、
④地板をⒶネジで図のように取り付けます。

※プレートとガードを
　一旦分離し、先に
　ガードではさんでから
　プレートをかぶせると
　取り付け易いです。

本体を静かに起こし、
⑥背板を開いて
本体に差入れ、③天板を
Ⓕボンドを使って
図のように取り付けます。

Ⓑ棚ダボを本体のお好みの
高さに取り付け、
⑧可動棚を乗せていきます。

上

上

上

裏面

※キャップ

※ガード

※キャップ

※ガード



上段

下段

背面

壁面壁面

コチラの商品は同シリーズ商品を
縦に連結することができます。

Ⓖ連結用木ダボを天板と地板に
かみ合うように取り付けます。

安定性を高めるために、Ⓙ連結用プレートで
しっかりと固定し、Ⓘ転倒防止用プレートを
取り付け、壁面に固定します。
※壁への取り付けは、壁の素材に合ったネジを
　ご利用ください。

連結完了です。
背面にⓀ背板ストッパーを
図のように取り付けます。

完成です。

7 9 10 11

8

※背板ストッパーの
　平らな部分を
　背板の隙間に入れて
　ネジで固定して下さい。

G

G


